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〈巻頭言〉

高齢者のケアと住まいにどのように対応していくか

筒井孝子

国立保健医療科学院福祉サービス部福祉マネジメント室長
　

　わが国の少子高齢化は他の先進国に例を見ないスピードで進行しており，高齢者ケアの領域においても対応すべき課題

が生じている．

　まず，医療・介護に対するニーズの増大である．もちろん社会保障給付の対象者は高齢者に限られるわけではないが，医

療・介護においては高齢者への給付が大きな比重を占めており，今後の医療・介護サービスをどうするかということは避け

て通ることのできない課題となっている．

　また，少子高齢化の進展は，家族像の変化ももたらす．国立社会保障・人口問題研究所の「日本の世帯数の将来推計（平

成２０年３月推計）」によれば，２０２５年の世帯主６５歳以上の一人暮らし世帯は約６７０万世帯と現在の約１.７倍，うち世帯主７５歳
以上の一人暮らし世帯は約４００万世帯（現在の２倍強）に達すると推計されており，単身高齢者が安心して暮らすことがで

きる「独居モデル」の確立が必要になっている．

　このため，今後とも，介護施設の充実等と併せて，高齢者住宅の整備など高齢者の住まいの確保を図るとともに，医療・

介護サービスはもちろんのこと，地域における保険外の様々なサービスを組み合わせて，利用できるような体制作りが求

められていると言えよう．

　昨年秋，社会保障国民会議においては，医療・介護費用に関するシュミレーションが実施された．このうち改革シナリオ

（Ｂ２）では，特に，居住系（特定施設・グループホーム）や在宅介護を増やし，地域の中にケアの受け皿を作っていくこ

とが示されるとともに，介護サービスの充実に伴い，介護職員についても現在の約１１７万人から２５５万人程度に増やすこと

が必要となるとされている．

　もちろん，このシュミレーションを実現するためには，財源の問題はもちろんのこと，サービス供給体制の計画的整備

や介護人材の計画的養成・確保，医療と介護の連携・機能分担など多くの課題が存在する．

　以上のような問題意識の下，今回の特集は，地域におけるケアのサービス提供システムと，その基盤となる住まいや介

護人材に関わる基盤整備について課題や研究知見を提示することとした．

　本特集が，高齢者が自身の尊厳を保持しながら，その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができる環境条件

を一層整備していくための一助となることを期待する．


